
 様式 

 

 

 

校種・学年 中学校・全学年 教科等 特別活動 

活用場面 各学年における行事（宿泊、職場体験、進路指導）の振り返りとして活用する。 

 

１ 事例の概要 

キャリア・パスポートを基盤とし、各学年におけるキャリア形成を図る行事の振り返りや進路

指導へと繋げる。そして、平成２３年文部科学省「中学校キャリア教育の手引き」のキャリア・

アンケートを活用し、基礎的汎用的能力の向上を数値化し、分析する。 

                                                                                        

２ 活用の利点 

・各学年で作成したキャリア・パスポートを基本とし、キャリア教育の要となる学級活動から、

基礎的・汎用的能力の育成がどの程度図ることができたのか、数値で判断することができる。 

・昨年度の結果から、学年の課題や今後伸ばしていきたい力を知ることができる。 

 

３ 資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・１年生では、キャリア・パスポートのどんな学年にしたいかという質問項目を活用し、宿泊行事へ

と繋げていった。 

キャリア・パスポート活用例 
～基礎的汎用的能力の育成に繋げるキャリア・パスポートの活用～ 

１年生 
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・１学期に集計したキャリア・アンケートと、３学期に集計したキャリア・アンケートの結果を比較

すると以下のようになった。 
  
 
 
 
 
 
 

            
 
 
 
・２年生 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・２年生では、キャリア・パスポートの将来の夢、学習面、生活面における身に付けたい力を活用し、

キャリア・チャレンジ（職場体験事業）へと繋げていった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青：１学期の結果 
赤：３学期の結果 

この結果から、⑧～⑪の項

目で数値が向上していること

がわかる。これは、宿泊体験

のねらいを学校や、学級へと

繋げるよう意識させた結果だ

と考えられる。しかし、自己

理解・問題対応能力において

数値の向上があまり見られな

いことが今後の課題である。 

青：１学期の結果 
赤：３学期の結果 
緑：昨年度の結果 

①、⑤、⑫の項目で数値が

向上していることがわかる。

これは、キャリア・パスポー

トを活用し、職場体験事業を

経験させたことで数値が増加

したと考える。また、構成的

グループエンカウンターを中

心とした学級活動を多く取り

入れたことも成果に繋がっ

た。１学年と同様に項目⑥、

⑦の問題対応能力ではあまり

向上が見られないことは課題

である。 

２年生 
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・３年生では、義務教育９年間における最後の学年であり、キャリア・パスポート全ての項目に注目

し、進路指導（主に受験へ向けた指導）へと繋げていった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３学年のアンケート結果より 
（生徒の回答結果） 

・進路指導が実際の進路決定に繋がった

かどうか。 
→「受験は団体戦」この言葉で受験へ

のとらえ方が変わり、気持ちを高める

ことができ、進路決定へと繋がった。 
 

・進路指導からどんな力が伸びたか。 
→自分で進路を決めることで、意見や

考えを伝える力が身に付き、自己決定

力を身に付けることができた。 
  

→自分だけでなく、様々な進路にも目

を向け視野を広げることができた。 
 
 

青：１学期の結果 
赤：３学期の結果 
緑：昨年度の結果 

全ての項目で、数値が向上

していることがわかる。これ

は、キャリア・パスポートの

項目全てを考慮し、丁寧な進

路指導を行った結果であると

考える。この結果から、９年

間のキャリア・パスポートを

活用することで、義務教育の

ゴールである中学校３年生

で、キャリア教育の基盤であ

る基礎的・汎用的能力の育成

を図ることができた。 

３年生 


